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交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の

 「
あ
る
べ
き
姿
」と
は

　
図
書
館
の
蔵
書
を
大
き
く
２
つ

に
分
け
る
と
、
残
す
べ
き
史
資
料

的
な
図
書（
貴
重
書
、
研
究
書
、
全

集
な
ど
）と
、
多
く
の
人
が
広
く
利

用
で
き
る
身
近
な
図
書
が
あ
り
ま
す
。

残
す
べ
き
史
資
料
的
な
図
書
は
、

中
央
図
書
館（
本
館
）に
ま
と
め
て
管

理
し
、
広
く
利
用
で
き
る
身
近
な

図
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
館
に
配

置
す
る
な
ど
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム

の
効
果
的
な
集
中
、
分
担
を
行
い
、

利
用
者
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
網
羅
的
に
図
書
等

資
料
を
収
集
し
、
市
内
の
図
書
館

シ
ス
テ
ム
全
体
を
統
括
す
る
本
館
と
、

地
域
住
民
へ
の
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
す
分
館
を
そ
れ
ぞ
れ

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
図
書
館
は
誰
も
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
よ
う
な
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に
優
し
い

施
設
で
あ
り
、
ま
た
市
民
に
と
っ
て

図
書
館
は
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、

心
が
癒
さ
れ
、
文
化
の
薫
り
の
す
る

「
来
る
だ
け
で
何
か
知
的
な
気
分
に

な
れ
る
」
空
間
で
あ
る
べ
き
で
す
。

 報
告
書
（
抜
粋
）

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
検
討
施
設
委
員
会

　
合
併
前
、
旧
豊
科
町
・
旧
穂
高
町
・

旧
三
郷
村
で
は
、
図
書
館
を
核
に
し

た
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
が
誕
生
し
、
各
施
設
建

設
計
画
が
新
市
に
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
安
曇
野
市
」
と
し
て
の

視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
検

証
を
す
る
た
め
、
平
成
１８
年
２
月
に

委
員
２０
人
で
構
成
す
る
「
安
曇
野
市

地
域
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
１７
回
の
会
議
、
２

回
の
公
聴
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
検
討
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
１１

月
１６
日
、
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
平
林
市
長
は
報
告
書
の
提
出
を
受

け
、
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
込
め
ら
れ
計
画
さ
れ
て
き

た
施
設
。
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
整
備
に
向
け
着
実
に
歩

み
を
進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
財
源
や
事
業
の
優
先
度

な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
こ
の
報
告
書

の
趣
旨
を
尊
重
し
、
市
民
の
学
習
・

交
流
の
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
施
設
を
目
指
し
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
市
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
、
県
内
他
市
の
状
況

を
調
査
、
比
較
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
は
、
県
内
で
６
番
目
に

人
口
の
多
い
自
治
体
で
す
が
、
５
図

書
館
の
合
計
の
蔵
書
冊
数
と
開
架
冊

数
、
一
人
当
た
り
の
蔵
書
冊
数
と
貸

出
冊
数
、
利
用
登
録
率
は
、
い
ず
れ

も
県
内
１９
市
の
平
均
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
他
市
と
比
較
し
て
充
実
し
た

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
現
状
で
す
。

　
明
科
図
書
館
を
除
く
４
館
は
、
い

ず
れ
も
狭
小
で
図
書
館
と
い
う
よ
り
、

公
民
館
図
書
室
程
度
の
規
模
で
す
。

そ
の
た
め
、
豊
科
、
三
郷
、
堀
金
の

図
書
館
は
、
車
い
す
や
乳
母
車
も
書

架
の
間
を
通
り
に
く
い
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
館
内
に
憩
え
る
場
所
が
な

く
、
交
流
の
場
に
は
な
り
に
く
い
状

況
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
人

が
気
軽
に
訪
れ
て
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情

報
技
術（
Ｉ
Ｔ
）、
視
聴
覚
関
係
設
備

等
も
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
若
い
人

た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
場
所
と

は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

※
報
告
書
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
、
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
、

　
各
教
育
課
窓
口
、
各
図
書
館
に
備
え

　
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
現
状
と
問
題
点

平林市長に報告書を手渡す益子委員長

2
全
体
像

中
央
図
書
館（
本
館
）と

分
館
の
整
備
と
機
能
、
役
割
の
分
担

市
民
誰
で
も
心
地
よ
く

利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
べ
き

各
地
域
の
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
（
全
文
）

1． 豊科交流学習センター

・豊科文化ゾーン内の豊科近代美術館に接続し、なるべ
　く美術館南の芝生を生かすよう配慮して建設。
・近代美術館のロマネスク調の外観にマッチし景観を損
　なわないよう配慮した外観を持つ建物
・「近代美術館をより充実させる機能」、「安曇野市豊科
　図書館」、「市民の交流スペース」のそれぞれを有する
　複合施設として整備。
・美術館機能としては、大型絵画がゆったりと鑑賞でき
　る「ギャラリー」、立体的に活用できる200席程度の「多
　目的ホール」、現在分散している市所蔵の美術品等を
　集中させて保管できる「収蔵庫」等を整備し、豊科近
　代美術館を内外から安曇野市の基幹美術館として認め
　られる美術館とする。
・豊科図書館は、市内図書館の中では分館の位置づけとし、
　蔵書規模は約66,000冊、美術関係の図書資料を充実さ
　せるなどの特色を持った図書館とし、地域市民の生涯
　学習の場となる学習研究機能や講座開催機能、また子
　育て支援の機能を有すものとしたい。
・市民が気軽に集い、自由に活動できるオープンスペー
　スの交流の場や付帯設備を整備し、多目的ホールや学
　習機能とも連携させ、活発な市民の交流の拠点としたい。
　（穂高・三郷にも同文が掲載）

2． 穂高交流学習センター

・穂高のワシントングラウンド（元穂高小学校跡地）に「中央図書館」と、
　地域学習の場であり地域情報のセンターともいえる「地域学習館」、「市
　民の交流スペース」の複合施設として建設。
・中央図書館は、市内図書館の本館の位置づけであり、市民の誇りとなり
　うる機能的でデザイン的にも優れた図書館。
・蔵書規模は、専門書等も含めて約20万冊（開架15万冊、閉架5万冊）とし、
　市内図書館では唯一資料保存機能を有し、これら資料を活用した学習研
　究機能や講座開催機能も全市的視野で整備することとしたい。また、子
　育て支援機能等の穂高地域における地域図書館として必要な機能も整備。
・地域学習館は市民が主体的に安曇野の歴史や人物、文化、自然等を学習
　研究し、その成果を発表、展示し、地域文化を高めようとする施設であ
　り、多様な活動が十分可能となるよう200席規模の多目的ホールをはじめ、
　各種学習室や展示スペース等を整備。

3． 三郷交流学習センター

・三郷中学校北に、「三郷児童館」と「三郷図書館」、「市民の交流スペー 
　ス」の複合施設として建設。
・三郷児童館は、計画を含め唯一児童館空白地域となっている三郷地域の
　児童対策や子育て支援施策の拠点となるもので、十分な規模と機能を備
　えた施設として、早急に整備されたい。
・三郷図書館は、市内図書館の中では分館の位置づけとし、蔵書規模は約
　55,000冊、地域市民の生涯学習の場となる200席程度の多目的ホールな
　ど学習研究機能や講座開催機能、また子育て支援の機能も有すものとし
　たい。

4． 堀金交流学習センター

・蔵書規模38,000冊程度で学習研究、講座開催、また子育て支援の各機能
　も有する「堀金図書館」を核とした、地域市民の活発な交流の拠点とし
　て整備。
・整備場所については、新市庁舎建設に伴い空くことになる堀金総合支所
　内の一部、また堀金保育園の跡地など候補地はいくつかあるが、既存施
　設利用、もしくは新設も含め必要な施設規模と機能を、今後の状況を的
　確に判断し、決定することが重要と思われる。

5． 明科交流学習センター

・明科地域では、「子どもと大人の交流学習施設」において、他地域で整
　備される交流学習センターが目指す市民活動がすでに展開されており、
　今後は、この施設の活用をさらに充実することが求められると思われる。 0
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安曇野市と県内5市の1人当たりの蔵書冊数及び貸出冊数

県内各市図書館の蔵書冊数と開架冊数

1人あたりの
蔵書冊数

1人あたりの
貸出点数

蔵書冊数

開架冊数


